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論　文　の　内　容　の　要　旨
　連結単純古典群と呼ばれるものには 4つの無限系列（A型，B型，C型，D型）があり，それらの表現は
歴史的にも古くから研究されてきた。しかし，その部分群の表現は理論的に計算可能であっても実際の計算
が複雑なものが多く，正確に計算されている例はそれほど多くない。本研究では極大トーラス群（極大アー
ベル群）の正規部分群の表現を決定するために必要な理論を構成し，本質的な役割を果たす分岐則などが単
純な組合せ論的手法で計算できることを示した。
　本論文では C型の群（シンプレクティック群）研究が主であるが，本研究に先立つ形で，A型のユニタ
リ群 Gにおいて，極大トーラス群の正規部分群の表現が決定されている。A型 C型ともに目的が同じであ
るので，A型における現状は少し説明しよう。A型の群においては，正規部分群 Nはワイル群Wと極大
トーラス群 Tの半直積となっており，多くの計算が簡単になる。この場合でも，高橋は，松澤との共著で，
Gの有限次元表現を Nに制限して得られる表現の既約分解をヤング図形を用いて組合せ論的に与えており，
この制限分解の様子は，一般線形群のシュアー・ワイル双対や，Plethysm（表現の合成）の問題と関連し
て非常に興味深い。また，この論文に示唆されて，複素鏡映群に対するシュアー・ワイル双対の類似を考え
たときに現れる Party代数の表現論との関係が成瀬氏によって示されており，この方面の今後の発展が期待
できる。
　高橋氏は既約分解の係数を求めるに当たって，シュアー関数の各変数に 1のべキ根を掛けたものを代入し
て得られる関数を利用している。これが彼独自のアイデアであり，一般線形群や対称群，複素鏡映群の表現
論の立場から興味あるものと思われる。
　この方法を利用して，C型の単純代数群であるシンプレクティック群に対して，A型の群であるユニタリ
群と同様の考察をしたというのが，本論文の内容であり，前述の複素鏡映群シュアー・ワイル双対の立場か
ら，期待されていた結果を得ている。
　C型のシンプレクティック群の場合には，ユニタリ群の場合と違って，正規部分群は極大トーラス部分群
Tとワイル群の半直積とはなっていないという大きな困難が伴う。一般に拡大群 Nの既約表現は，Tの既約
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射影表現とWの部分群の既約射影表現のテンソル積によって与えられことが分かるだけで，通常表現だけ
では求まらない。ところが，高橋氏は，シンプレクティック群の場合の正規部分群においては，射影表現で
はなく通常表現で済むということを証明し，この考察により，一般的な形の定理にまとめることに成功した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，長い歴史を持つ代数群の表現の研究とは別に，その極大トーラス群の正規部分群の表現との関
係という新しい観点から研究を行い，その表現の性質や分岐則を研究した。代数群の表現の正規部分群への
制限に現れる分岐則が一般線形群のシュアー・ワイル双対や，Plethysm（表現の合成）の問題と関連して
非常に興味深い。これらの研究は代数群の新しい側面を見せてくれており，群の研究に対する大きな貢献で
あり，高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
